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図 1. 湖山川水門. A: 今回報告のトンボを












鶴崎 展巨・鶴崎 紗礼 
 
鳥取県と鳥取市は湖山池の水質改善と称して，2012 年 3 月 12 日
に湖山池と日本海をつなぐ湖山川にある湖山川水門（鳥取市賀露：図
1）を開放し湖山池（688 ha)を汽水化した。その結果，16 世紀後半以
降 400 年以上にわたって淡水湖（塩分は海水の 20 分の 1 以下）であ
った湖山池の塩分は 2012 年の夏と 2013 年の夏にはそれぞれ海水の




















塩分は海水の 10 分の 1 から４分の 1 という高濃度であったため，トン
ボをはじめとして水生昆虫はほぼすべての分類群が消失することが必
至と予想された。そこで著者（第一）は，水門開放直後の 2012 年 4 月から湖山池の塩分とトンボ類の消長を追跡して
きた。結果は別に報告する予定であるが，2012 年の夏には羽化がみられたウチワヤンマも 2013 年には完全に消滅
し，湖山池から直接に羽化できるトンボは皆無となった。 
湖山池とその周辺のトンボについては 1993-1994 年頃に当時鳥取大学工学部に在籍中であった日暮卓志氏が
勢力的に調査し，かなりまとまった報告が出ており（日暮 1993, 日暮・祖田 1995, 1998），『山陰のトンボ』（山陰むし
の会 1993）の中にも観察適地として湖山池を紹介している(pp. 176-177)。しかし，その後は，轟裕明氏が 2003 年に
鳥取大学地域学部の卒業論文としておこなった調査結果（轟 2003 のアオモンイトトンボの短報以外は未公表）があ
るのみである（卒論については公表予定）。 
著者等は 2010 年夏に，湖山池沿岸の 7 カ所およびその周辺の 5 カ所の合計 12 カ所でトンボの採集を行なった。
これは当時小学 4 年生であった第 2 著者の夏休みの自由研究課題としておこなったわずか 2 日間の確認記録であ
るが，いまとなっては高塩分導入の直前の湖山池のトンボ類の生息データとしてそれなりに貴重である。ここに記録
を公表するとともにこれらの種の現況について簡単に紹介する。 





採集地点は以下に記す 12 カ所（いずれも鳥取市）で，うち湖山池の 7 地点と湖山川の 1 地点（賀露，湖山川水門







5）附属小学校前：ヨシ原で 2012 年までは岸辺にはヒメガマの群落があった。 










くで，長柄川の湖山池河口（「レーク大樹」がある）からは約 2 km 離れている。6 月頃にはゲンジボタルが発生する。 
12）長柄川双六原：長柄橋からさらに約 3 km ほど上流。細流となり，川面がみえないほどツルヨシが密生している。 
 以上の地点で，それぞれ 10-15 分ほどネットでトンボを採集または目撃により記録した。青島だけは，遊歩道を 1




12 地点で確認された合計 12 種のトンボを表 1 にまとめた。もっとも多くの種数を確認できたのは多鯰ケ池と湖山
池の青島の 2 カ所でともに 8 種である。湖山池全体でも 8 種であった。2012 年の 4 月から 12 月までの合計 16 回（ト
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ンボの出現期には毎月 2 回）の調査で確認されたトンボの種数総計が 10，2013 年 1〜12 月の合計 19 回（トンボの
出現期には毎月 2回）の種数総計が 6（これらはいずれも隣接河川あるいは水たまりから発生したと考えられるもので，
個体数はどの種も数えるほど）である。2010 年の 8 種が 8 月のわずか 2 日間での記録であることを考慮すると，2010
年の時点ではかなりの種数のトンボが生息していたことがうかがわれる。 
2010 年夏に湖山池で記録された 8 種のうち，2012 年の調査でも湖山池ではすでに発見できなかったのは，チョ
ウトンボである。また，湖山池の 7 カ所すべてで生息を確認したセスジイトトンボは 2012 年 7 月までは確認していた
が，その後は見つかっていない。本種は宍道湖（塩分は海水の 10 分の 1）のような汽水域でもみられる種だとのこと
であるが（杉村ら 2008），湖山池の塩分は 2012 年 8 月上旬にはすでに 9.4 PPT (=PSU)と，海水の 4 分の 1 を超え
ており，この高濃度塩分で消失したものと考えられる。 
不均翅亜目の中で 2010 年の時点で湖山池で個体数が多くみられたのはウチワヤンマ，シオカラトンボ，コフキト










表 1. 2010 年の 8 月における 12 地点でのトンボの生息確認状況。湖山池集計は（4）お花畑公園から（10）青島までの 7 カ
所を集計したもの。確認個体数については本文のリストを参照。 
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1. ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata (Selys, 1853) ：浜坂，浜坂弁財天（袋川）（2♂1♀, 2010.8.16）；長柄川長
柄橋（2♂, 2010.8.16）. 
イトトンボ科 
2. クロイトトンボ  Paracercion calamorum (Ris, 1916) ：多鯰ケ池  (1♂，2010.8.8）；賀露湖山川水門（１♂, 
2010.8.16） 
3. セスジイトトンボ Paracercion hieroglyphicum (Brauer, 1865) ：多鯰ケ池（1♂，2010.8.8）；浜坂，浜坂弁財天
（袋川）（4♂, 2010.8.16）；賀露湖山川水門（6♂1♀, 2010.8.16）；湖山池お花畑公園 （1♂1♀，2010.8.8）；附属
小学校前（2♂，2010.8.8）； 漁協養魚場 (1♂1♀, 2010.8.16) ；グリーンフィールド(1♀, 2010.8.8) ；福井展望
駐車場 (1 ex. 目撃，2010.8.8) ；福井ハス池公園（3♂1♀, 2010.8.8）；青島（1♂1♀, 2010.8.8）. 
4. アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis (Rambur, 1842): 多鯰ケ池（1♂, 2010.8.8）.  
不均翅亜目 
ヤンマ科 
5. ギンヤンマ Anax parthenope (Selys, 1839) ：賀露湖山川水門（1 ex.目撃，2010.8.16）；湖山池お花畑公園 
（1 ex. 目撃，2010.8.8）；福井ハス池公園（1 ex. 目撃, 2010.8.8）. 
サナエトンボ科 
6. ウチワヤンマ Sinictinogomphus clavatus (Fabricius, 1775) ：多鯰ケ池（1 ex. 目撃，2010.8.8）. 漁協養魚場 
(1 ex. 目撃, 2010.8.16) ；青島（1♂採集，多数目撃，2010.8.8）；長柄川長柄橋（1 ex. 目撃, 2010.8.16）. 
トンボ科 
7. チョウトンボ Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883：多鯰ケ池（1♂, 2010.8.8）；青島（1 ex. 目撃, 2010.8.8）. 
8. コシアキトンボ Pseudothemis zonata (Burmeister, 1839) ：多鯰ケ池（1♂, 2010.8.8）. 浜坂弁天（袋川）（複数
個体目撃, 2010.8.16）；グリーンフィールド(1♂，2010.8.8)；福井展望駐車場(目撃),  2010.8.8) ；青島（1♂，
2010.8.8）. 
9. コフキトンボ  Deielia phaon (Selys, 1883) ：多鯰ケ池  (1♂，2010.8.8). 浜坂，浜坂弁財天（袋川）（2♂, 
2010.8.16）；湖山池お花畑公園 （1♂，2010.8.8）；青島（多数目撃, 2010.8.8）. 
10. ショウジョウトンボ Crocothemis servilia (Drury, 1770) ：多鯰ケ池（2♂, 2010.8.8）. 
11. ウスバキトンボ Pantala flavescens (Fabricius, 1798)：青島（２♂+多数目撃, 2010.8.8）；双六原（多数目撃，
2010.8.16）. 
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